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1 共通 本冊 ⻑期施設管
理⽅針

⻑期施設管理⽅針には、低サイクル疲労評価で使⽤する
実績過度回数の確認の継続的実施や、原⼦炉圧⼒容器
の中性脆化評価に⽤いる監視試験の実施が記載されてい
ない。
⻑期施設管理⽅針の内容は社⻑が定める保守管理⽅針
に反映するものであるため、⻑期施設管理⽅針への記載は
極めて重要である。事業者の考え⽅を説明すること

以下に⽰す項⽬は、⻑期施設管理⽅針として策定し、具
体的な実施内容、実施⽅法および実施時期を明確化する
（補正時に⾼経年化技術評価書（本冊、別冊）に反映
する。）。

①原⼦炉圧⼒容器等の疲労割れについては、実績過渡回
数の確認を継続的に実施し、運転開始後60年時点の推
定過渡回数を上回らないことを確認する。

②原⼦炉圧⼒容器の中性⼦照射脆化については、今後の
原⼦炉運転サイクルおよび中性⼦照射量を勘案して、第３
回監視試験の実施計画を策定する。

③炭素鋼配管の腐⾷（流れ加速型腐⾷）については、今
後の実測データを反映した耐震安全性評価を実施する。な
お、設備対策を⾏った場合は、その内容も反映した耐震安
全性評価を実施する。

①補⾜説明資料（低
サイクル疲労）
p.15,18,21

②補⾜説明資料（中
性⼦照射脆化）
p.23

③補⾜説明資料（耐
震安全性評価）
p.28

2 共通 本冊 運転経験・最
新知⾒

【パワポ5⾴、6⾴】国内外の新たな運転経験及び最新知
⾒の反映について、申請書と説明資料において差異がある
ので、最新の情報を本冊に記載すること。

補⾜説明資料の内容を適正化するとともに、補正時に⾼経
年化技術評価書（本冊）に反映する。

補⾜説明資料（共通
事項）p.11
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